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    青春って一瞬の出来事だったんだ「クドカンのごめんね青春！」
    　ここ最近のドラマは、医療と刑事が席巻しておりまして、それぞれ趣向を凝らした切り口でアプローチしていましたが、この冬ドラマで特筆すべきは「医療でも、刑事でもないドラマが面白かった！」ことです。


　抜群の安定感を醸し出していたのが、クドカン脚本のTBS系列「ごめんね青春！」。クドカン脚本と言えば、テーマ・テンポ・テクニックで魅せるさすがのストーリー展開が特徴ですが、今回もそれは健在。タイトルにある通り、「ごめんね」を本作のテーマに据え置き、今や死語なのではと思われる青春ドラマを造り上げました。


 


　主人公である原平助(この名前よくよく見るとダサイ!ジャニーズ(錦戸亮)が演じるとあっても手加減無しのオレ世界)が、かつての過ちを心に秘めたまま、愛する母校を盛り上げて行く。そこに散りばめられる「在校生からのプレゼントである校歌」「地元を走る電車にまことしやかにささやかれる伝説」「仏教とキリストという対比で魅せる学校間の対立」「新しい学校名での新しい合同文化祭」など、"ああ、地元っていいな、青春っていいな"という仕掛け満載。でもそれが若者のものではなくて、大人がほろ苦く思い出す、そして「みんな青春しようぜ」なんていう安直な結末にいかない、大人に寄り添う感じが秀逸。


 


　ユーモア溢れる校歌の歌詞。実際にバンド活動もやっているクドカンの遊び心か、朝ドラのアイドル楽曲から幅広く手がける(？)彼ならではのセンスが光ります。


　そしてみんなが「ごめんね」をし、その証として送られる「ごめんねグッズ」が心を安らかにしてくれる地元ラジオ「カバヤキ三太郎のごめんね青春!」。校長との二足のわらじ、カバヤキ三太郎である生瀬さんの低くて渋いボイスがバカ真面目で最高。それにしても生瀬さんってどこに置かれてもかちっとハマるのに、個性豊かで本人が前面に出てくるあのバランスは何だろう。スペシャルドラマ「リーガル・ハイ」で見せた大森南朋の物まね(というのか？)があまりにも面白過ぎて録画を何回も見直してしまった！何度観ても爆笑！そして思い出し笑い必須。アレってアドリブ？アドリブでもゴリゴリの脚本セリフでも、生瀬さんの個性爆発のシーンでした。今思い出しても笑える〜。


　というわけで、声を大にして言いたいのは、満島ひかりのシスターファッションが可愛い過ぎて、そのうちランウェイを彩る日が来るんじゃないかってこと！神聖なものをちょっとカジュアルに崩す感じは、斬新なのじゃないかな・・・アレは誰のアイデアなのだろうか。


 


　それにしても、毎回独特の世界観を初回からフルスロットルで出すクドカンの完成度の高さに感心し、ドラマってフィクションってこういうものなんだろうとご満悦。途中、視聴率が悪いということでご本人が落ち込んでいるとのニュースがありましたが、そんなの関係ないからね〜。いや、伝説ドラマって当時の視聴率はそうでもなかったなんてこと、ままありがちですもんね。うんうん。


　今回のドラマの中では、一番清々しくて安心して見られる一時間でありました。朝から見ても、ご飯中に見ても、夜寝る前に見ても、休日でも平日でもぴったりくるのって最近のドラマにはないんですよね。ホント。初回から最終回まで実によくできた青春ストーリーでございました。


　ごっつあんです、クドカン!













    あたしのNは誰だろう？号泣したのは「Nのために」
    　あまり期待してないけど、数回見続けるうちにハマっちゃったわ〜というタイプのドラマって、1クールに1本あればラッキーってなものですが、TBS系列「Nのために」はまさにソレ。


　湊かなえ原作のミステリーということで、さほど期待してなかったのですが(失礼!)原作読んでないし、小出恵介さん出てるし、一応見とこうと思っちゃった程度の1本。金曜日の夜って、飲み会で家族がいなかったりして、ゆっくり１人鑑賞できたりするもんだから、泣けるヤツはちょうどいいんですよね。思い切りいける！


　クリスマスイブの日に、高層マンションに住むセレブ夫婦が殺された。犯人はすぐに捕まったが、その場に居合わせた男女の証言に違和感を覚えた元警察官が事件の真相を追っていく。というおはなし。


　証言を元に２つの過去と現在が行ったり来たりする物語だったので、そういう場面展開が苦手な方にはちょっと苦痛に感じるドラマではなかったでしょうか。しかも途中は昼ドラ真っ青の超ドＭ展開で、主人公である榮倉奈々が貧乏に屈し、大嫌いな女(父親の愛人)に土下座させられたり、精神を病んだ母親から執拗な束縛を受けたりとひどい過去が次々と露呈。


　ただ、成功していて瀟洒なマンションに住む現在の彼女のほうが陰があって寂しそうで、貧乏に喘ぎただひたすら家を出ることを考えていた高校時代のほうが生命力に溢れているという対比。それって結局現在の彼女が、あの







    2014の冬ドラマはいかに・・・
    　というわけで、真剣に全話見たのはまだ最終回を迎えていない安定感抜群の「相棒」を除いては、前章までの二作品でした。


　今回は視聴率で言えば「ドクターX」の一人勝ちなのだとか。


　やっぱり、就活も就職も転職もままならない不安定な昨今。腕一本で勝負し、権力にも権威にも富にも名声にも決して屈しない一匹狼ってそそられるんだろうなぁ。


　今回最終回をつまみ食いしただけのわたしが評することではないのだけれど、どちらかと言えば「相棒」も出世や名誉に興味のない杉下右京が、何もできない日影部署にいながら難解な事件を解決していくという、陰のヒーローみたいな役どころで、そういう匂いがするものだから1クールでヒーローは１人でいいだろう、と食指が動きませんでした。


　毎回、厄介者扱いされている主人公がー、偉そうにするヤツの失敗を押しのけてー、「わたし失敗しないので」の決め台詞とともにばっさばさと問題解決しちゃいー、最後はお褒めの言葉なんていらないわ〜だってあたしは腕だけで勝負してるんだもんーとケセラセラと去ってく・・・とまぁこんなパターンなのだろうと。しかもその主人公が、美人でスタイルのいい女とくればこりゃ参ったな。視聴者としては、嫌味な上司に言われたセクハラ発言は、このドラマですっきり上等！明日からまた頑張る！という図式。


　一昔前なら、こういう完全無欠の超合金ヒーロー(ヒロイン)は、どこかで大きくつまづいて転んで、そこで人間らしさをかいま見せて引っ張っていく・・・というのが常套手段だった気がするのですが、ドクターXは予定調和をゴリ押しして
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